





The Trends in Kagoshima Prefecture’s Industrial Employment and Requirements （Ⅱ）
The Method of Career Decision-making through Self-recognition
有馬利加子・倉元博美・武田輝章・有馬恵子・大重康雄


































































































































































「パソコン」関連項目［o. ワープロ操作 /p. 表計算操作 /q.
インターネット利用］の３項目をともに選択している学生











































４名の中で、１名が同時に［d. 柔軟性 /i. 計画力 /m. ストレ
スコントロール力 /t. チャレンジ精神］を選択しており、 





























一方、やはり10名以下であった「a. 主体性」「e. 自主性」「f. 働












































































































それぞれ同時に「a. 業種・事業内容 / d. 会社の安定性」「b. 雰
囲気・イメージ / f. 休日・勤務時間」を選択している。さ
らに、２年生でも「g. 親や学校が推薦する会社・企業」を
選択している２名は、同時に「a.業種・事業内容/ b.雰囲気・












































［a. 経済的に自立ができ豊かになりたい－ h. 社会人が仕
事をすることは当然である］を同時に選択している学生が






































































































































































































































































1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年
a.会社の雰囲気が自分に合い
そうである 2 5 12 3 9 1 1 0 1 0
b.自分を成長できる環境がある 3 6 5 6 2 1 0 0 0 1
c.会社の成長や将来の事業に
可能性がある 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0
d.自分の能力や個性を活かせ、
自分に向いている仕事ができる 3 10 17 4 8 1 1 0 0 0
e.一流企業である（知名度が高い） 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
f.仕事内容がおもしろそうである 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0
g.業績がよく、給料が高い 0 3 2 0 0 0 1 0 0 0
h.福利厚生がよい 1 2 1 3 0 0 0 0 0 0
i.休日が多く、しっかりとれる 0 2 4 3 3 0 0 1 0 0
j.実力主義で出世等ができる 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
k.自分のプライベートな生活を
優先させることができる 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0
l.就職できるところであれば
どこでもよい 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年
a.経済的に自立ができ豊かに
なりたい 4 14 32 15 12 3 1 1 1 1
b.社会に役立ち、貢献したい 3 7 13 7 6 0 0 0 0 0
c.自分の持つ能力をいかしたい 2 4 11 2 0 1 1 0 0 0
d.技術・スキルを身につけたい 1 5 3 4 3 2 0 0 0 1
e.仕事を生きがいにしたい 2 3 5 2 6 0 0 0 1 0
f.社会的に認められる地位に
つきたい 2 2 1 2 3 0 1 0 0 0
g.自分自身を成長させたい 4 11 16 11 4 0 0 0 0 0
h.社会人が仕事をすることは
当然である 1 7 13 2 6 1 2 0 0 0




 　×           　　（1つ選択）
［2-9：就職・仕事への意識の変化]
a.大変
変わった
b.少し
変わった
c.あまり
変わらない
d.まったく
変わらない
e.就職したくない
（考えていない）
[2-8：働く目的]（2つ選択）
　×
[2-9：就職・仕事への意識の変化]
a.大変
変わった
b.少し
変わった
c.あまり
変わらない
d.まったく
変わらない
［表１］「２－７：仕事（就職先）選択の具体的理由及び２－８：働く目的」と「２－９：意識の変化」（クロス集計）
－41－
鹿児島県内企業における人材活用の状況と求める人材像（Ⅱ）
らまだ多くの学生は、自信を持って、「身についている」「力
を発揮できる」と言える状態には達していない。今後とも、
支援の内容や方法を検討し、さらなる学生の資質・能力の
向上を目指していきたい。
３.	おわりに
女性の職業観はライフスタイルと密接に関係しているが、
本学教養学科においては、経済的・精神的に自立したいと
考えている学生が多いことが明らかになった。また、「生き
がい」を感じたり、「社会に役立ちたい」「社会に貢献したい」
「自分を成長させたい」などの精神的自己実現を求めたり、
「社会的地位を得たい」など、「社会的評価を受けたい」と
いう意識を持つことが、どのように職業選択に結びついて
いくかは、今後の課題として捉えている。
今後とも、社会や時代のニーズを探り、女子短大の教育
に何が求められるかを見極めながら、幅広い教養と専門的
スキルを身につけた、グローバル社会を生き抜く学生を育
成していきたい。
参考にさせていただいた各アンケート実施調査機関の皆
様に厚く御礼申し上げるとともに、アンケートに協力して
くれた教養学科学生の皆さんに深く感謝します。
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